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は一つの興味ある理論的命題 となりうる七 とを指摘 した｡
p｣キノンと各種芳香族化合物との間の電荷移動錯体に紫外線照射した結果でも,同
様のラジカルの対が生じる場合があることが明らかにされた｡ただし電荷移動準位が,
キノン5(n.,;*)より低くなると思われるもの毒はラジか レの対は生じないことがわか
ったOこれより･-水素ひきぬき反応甲 ′レポニル基の5(nT方*)状態からのみおこると
結論された｡
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